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三重県議会にて一般質問いたしました 《令和4年12月1日》 右のQRコードから
令和４年定例会
（令和4年12月1日）
動画をご覧いただけます。

外国人労働者への支援について

中小企業・小規模企業への支援について

学校での部活動について

皆様のお陰を持ちまして三重県政に取り組み働かせて頂ける事を感謝申し上げます。
コロナ禍の感染症・オミクロン対策等、国・県・市・町と調整し皆さんの声を力に行動して参ります！

山崎ひろし
県政レポート

Q〔 質　問 〕
　新型コロナウィルス感染症に対する緊急支援資金の融資の返済
期限が令和5年5月以降に迫る中小企業・小規模企業が多くありま
す。中小企業・小規模企業に対しての資金繰り支援の取組につい
て教えてください。

A〔 答　弁 〕
　県は、累次にわたる資金繰り支援策を講じるとともに、三重県
信用保証協会に経営改善コーディネーターを配置し、伴走型の経
営改善支援にも取り組んでいます。
　今後、令和5年5月以降、ゼロゼロ融資の無利子期間が終了する
ことから、返済負担の軽減などを目的として、伴走支援型特別保
証を活用した「セーフティネット資金・リフレッシュ資金」の保
証料を無料化しました。
　国の経済対策では、新たな保証制度の創設が盛り込まれており、
県では、国の対策に沿った形で制度を見直し、関係機関と緊密に
連携しながら、中小企業・小規模企業の事業継続を下支えしてい
きたいと考えています。

Q〔 質　問 〕
　スタートアップなど挑戦される創業者や新たな取組に果敢にチ
ャレンジしていこうとする中小企業・小規模事業者に対しての資
金調達も含めてサポート支援の体制について教えてください。

A〔 答　弁 〕
　地域の持続的発展のためには、既存の中小企業・小規模企業の
成長を促すとともに、創業に向けた前向きなチャレンジの取組を
支援し、新たな活力を生み出していく必要があることから、創業
に向けた新たな挑戦に対して、創業セミナーの開催や創業に向け
た相談対応、マッチング支援、専門家によるハンズオン支援に取
り組んできたところです。
　また、創業にあたっては、資金の調達が必要となることから、
地域の金融機関や三重県信用保証協会と連携し、円滑な資金調達
につながるよう支援しています。今後も引き続き、関係機関と連
携しながら、創業に向けた取組を支援していきます。

Q〔 質　問 〕
　日本の労働人口減少や高齢により今後、外国人労働者が重要な
役割を果たすと考えております。三重県として外国人労働者の雇
用に対しての取組を教えてください。

A〔 答　弁 〕
　三重労働局が把握している県内の外国人労働者数は、令和3年
10月次点で30,391人と過去最高を更新している中、雇用主との
間に労働条件等に関する認識の相違が生じやすいことが課題とな
っています。
　県では、外国人の受入環境の整備促進を図るため、企業を対象
に採用・職場定着や業務に必要なコミュニケーションに関するセ
ミナーの開催や専門家による個別企業相談会を実施し、外国人労
働者の雇用に関する課題解決につなげています。

　外国人労働者向けには、津高等技術学校において日本語能力に
配慮した職業訓練を実施しているほか、仕事に必要な日本語やス
キル等を学ぶ訓練コースを開設しています。

Q〔 質　問 〕
　今後期待される外国人労働者が生活していくための問題として、
外国人児童への支援、教育機関である外国人学校への支援につい
てのお考えを教えてください。

A〔 答　弁 〕
〔外国人児童生徒への支援にかかる答弁〕
　県内の公立学校には、日本語指導が必要な児童生徒が2,632人在
籍し、言語数は33言語に上り、在住地域の広域化も進んでいます。
　このため、外国人児童生徒が多く在籍する市町への教員の加配
や財政支援に加え、母国語に対応した巡回相談員の派遣、オンラ
インでの日本語指導の取組などを進めています。高校では、外国
人生徒の学習支援や進路指導、日本語指導を行う指導員の配慮や、
日本語学習のための選択科目の開設などを行っています。
　また、外国人高校生に向けた、日本の雇用制度や進学情報のセ
ミナーの開催、専門人材による進路相談、就職支援なども行って
います。
　今後も児童生徒が安心して学びを継続し、将来、地域社会の一
員として活躍できるよう支援していきます。
〔外国人学校への支援にかかる答弁〕
　外国人学校は、在住外国人の児童生徒の教育において大変重要
な役割を果たしており、外国人学校における教育に係る経常的経
費に対して県独自の助成を行っています。また、コロナ禍におけ
る原油価格・物価高騰に対して、三重県私立学校物価高騰対策支
援補助金による支援を行うこととしています。
　在住外国人の児童生徒の教育機会を確保し、学校の経営基盤の
安定化が図られるよう、引き続き、国に対して補助制度の創設を
要望するなど必要な支援に努めてまいります。

Q〔 質　問 〕
　学校部活動の地域移行が進められようとしていますが、どのよ
うに進めていくのか、三重県としてのお考えを教えてください。

A〔 答　弁 〕
　中学校の部活動の地域移行については、国の動向や県の取組、
各市町の取組や課題を市町と共有しながら進めてきました。また、
モデル校として3市町4中学校での実践研究も継続しています。
　受け皿とおなる団体の確保については、総合型地域スポーツク
ラブやスポーツ協会・競技団体・スポーツ少年団等にも協力を依
頼しています。指導者の確保については、日本スポーツ協会公認
の資格者リストに加え、各競技団体の有資格者にも協力いただき、
指導者リストを市町に提供します。
　また、部活動に関する国のガイドラインの改訂に併せて、「三重
県部活動ガイドライン」も改訂し、周知を図ります。部活動の地域
移行に取り組む市町に対して、引き続き支援を行ってまいります。



整備予算が実現しました

令和4年度 7,380万円の鹿化川治水対策工事への予算化が実現しました。今後8年に亘り継続施工していきます。

発行／山崎ひろし事務所 TEL・FAX 059-333-3206  mail h-yamazaki@yamafen.jp お気軽にメール・FAXお待ちしてます！

防災みえ.jp（https://bosaimie.secure.force.com/ ）にて災害状況がご覧になれます。

三重
県議会
での
経歴

●常任委員会：▪防災県土整備企業
　　　　　　　　常任委員会 委員
　　　　　　　▪予算決算常任委員会 委員
●四日市港管理組合議会議員
●広聴広報会議 委員

三重県議会議員１期

❸佐世保視察・ハウステンボス
　視察
　2022年7月13日（水）

お知らせ 山崎博！県政報告会は、ホームページ・案内チラシ
にて連絡報告させて頂きます。

山崎ひろし 公式ホームページ
https://yamazakihiroshi.jp

朝明川

　広永橋下流の朝明川には竹と樹木が繁茂しているため、火災や洪水対策を目的として、大
矢知地区まちづくり構想推進委員会・朝明川自然学習公園化プロジェクトと自治会の方 と々
共に、現地で三重県に速やかな対応をお願いした所、県側から河床整理及び伐採工事を約
6千万円にて11月から着工するという回答を得ました。 
　この工事において、堤防沿いの伐採・除草作業も行われ、河川内への進入が容易になるこ
とから、自然学習などの地域活動の場所としての朝明川の利用に大きく前進します!
　また、県には昨年度、防災目的での朝明川改修工事に約4千万円の予算上積みをして頂
き、引き続き朝明川の治水対策促進を後押しして参ります。

県道８号線土木工事により整備が実現しました大矢知地区垂坂

　本線の歩道は通学路として利用されていますが、アスファルト舗装の断面が沈下していた
ため、車両が通行するごとに歩道に水しぶきがあがり、近隣の住民の皆様よりこども達の通学
路での事故が危惧されておりました。その対策として、自治会や関係団体様とも協議して、排
水溝の設置及びアスファルトのオーバーレイ工法の工
事をすることが実現できました。
　これにより、本線が安全で快適な通学路として機能
することを祈念いたします。

《浜田地区自主防通信》に活動を取り上げていただきました浜田地区

　浜田地区自主防災組織連絡協議会
様が発行する浜田地区自主防通信
（2022年2月発行）に山崎の活動を取
り上げていただきました。山崎自身も昭
和49年の鹿化川のはん濫を幼少期に
体験しており、自身の被災体験から二
度とこんなことを繰り返してはならない
と政治家に立候補いたしました。
　今後も鹿化川・天白川の河川防災
対策を引き続き見守りつつ、四日市市
の地域整備促進に力を尽くして参りた
いと存じます。今後ともご指導、ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
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●常任委員会：▪医療保健子ども福祉病院
　　　　　　　　常任委員会 委員
　　　　　　　▪予算決算常任委員会 委員
●特別委員会：差別解消を目指す条例検討調査
　　　　　　　特別委員会 副委員長
●四日市港管理組合議会議員
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●常任委員会：▪防災県土整備企業
　　　　　　　　常任委員会 委員長
　　　　　　　▪予算決算常任委員会 委員
●特別委員会：差別解消を目指す条例検討調査
　　　　　　　特別委員会 副委員長
●広聴広報会議 委員
●委員長会議 常任委員長
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●常任委員会：▪環境生活農林水産
　　　　　　　　常任委員会 副委員長
　　　　　　　▪予算決算常任委員会 委員
●四日市港管理組合議会議員
●広聴広報会議 委員
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❹五島列島海洋再生
　エネルギー視察
　2022年7月14日（木）

❺モルドバ共和国災害支援協力
　2022年7月19日（火）

❻リニア建設促進会議
　2022年7月29日（金）

❼坂部トンネル設置工事
　現場視察
　2022年8月25日（木）

❽環境生活農林水産常任委員会
　県内視察
　2022年9月1日（木）

❾護衛戦あまぎり視察
　2022年9月3日（土）

10みえ県議会出前講座
　（いなべ市立治田小学校）
　2022年9月6日（火）

11新潟県拉致被害における
　現地視察
　2022年9月12日（月）

12八ッ場ダム視察
　2022年9月13日（火）

13富岡製糸場視察
　2022年9月13日（火）

14モビリティバス走行視察
　2022年9月20日（火）

❶東日本大震災女川町視察
　2022年4月20日（水）

❷オリンピック委員長橋本聖子
　参議院議員と四日市市表敬訪問
　2022年6月24日（金）


